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　The purpose of this study is to clarify that Japanese bees will improve the waterside environment and 
living environment of Sumida Ward.I will consider the regeneration method that increases the habitat while 
following the transition of the current Japanese bee of Sumida Ward.
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　はち類は、 河川の水質悪化に弱く、 近年ではニホン
ミツバチ類を環境指標生物と位置付けて活動する動き
がある。ニホンミツバチの減少は、 生態系にも悪影響
があるが、同時に都市が緑に乏しく環境が悪いことを示
している。23 区内で緑地率の最も低い墨田区では、や
アーティスト兼養蜂家、 墨田川高校での屋上養蜂間接
的に街とミツバチが関わっている。 養蜂家の職能は多
岐に渡るが相互に連携が取れておらず、 特定の施設内
だけの活動になってしまっている。 又、 都市の緑地は 
点在しているのが特徴であるが、 生態系には本来線状
の繋がりも必要である。
図 1. 墨田川高校での屋上養蜂 （筆者撮影）　　図２. 大横川でのミツバチ観察活動
　     
　そのため本計画では、ニホンミツバチを指標生物とし
て人間とミツバチが共存し、ニホンミツバチの生息環境
を確保することで都市における生物の拡充を図り結果と
して都市内の環境条件を改善することを目的とする。
図 3. 現在の活動の関係性 　図 4. 活動の点を線状に繋げる
　墨田区の空き地で見ると、 未利用地は川沿いに多く
存在している。空き家は区全体で 890 戸あり、 空き地
が多い場所は立花地区と本所地区に多い。向島地区、
次いで業平地区が多い。ニホンミツバチが蜜源として
いる場所を探すために蜜源マップを作成する。またイン
タビューや実際に巣がある環境を観察しスケッチした。
緑被率の高い順で示す。　
空き地とミツバチの
関係。住宅地が蜜源
と な る こ と が 多 い。
川 沿 い は 蜜 源 が 薄
い。ミツバチの生息
域 は、 半 径 ３km で
あり、多く生息して
いる領域の場所をミ
ツバチの拠点施設と
し て 計 画 す る。 ま
た、植えられている
果樹ごとに人の生活
領 域 は 決 ま っ て お
り、果樹も計画的に
増やすことで、街全
体がミツバチにとっ
てよくなる。
１． 研究の背景と目的 ２． 敷地概要
図 8. 空き地
図 5. 蜜源濃度
図 6. 空き地緑被率 / 濃度 / 生息範囲
図 7. 空き家（墨田区空き家実態調査図）
　計画敷地は空き家空き地が多い場所を設計対象敷地
とし、それぞれニホンミツバチの生息域が重なっている
ところを拠点となるニホンミツバチ環境保全センターと、
ハチミツ加工所とした。サテライトとして、 地域の果樹
や材を集める剪定材・果樹回収所を計画する。回収し
た果樹は拠点施設に配りワークショップ時に調理として
使い、余ったものは加工場でウッドチップ化し、周囲に
撒く。
養蜂家兼カワチさんのインタビューでは「墨田区にたま
たま引っ越してきて、ウッドデッキの戸袋にニホンミツバ
チが巣を作ったらしく。ミツバチたちはおとなしく、戸袋
の中で巣を作ってました。私は布団を干したり、刺して
くることは全くなく、 平和な共存生活が一年間ほど続き
ましたね。近所のこどもたちに万が一のことがあったら
と、泣く泣く撤去することになったけどね。」
　ニホンミツバチの特性から都市における生態系を繋ぐ
道を生み出すための 5 つの手法にまとめた。手法を踏
まえて新築で拠点と養蜂小屋を設計する。
（1）　拠点の設計
生物との共生並びに果樹を育てるため、 床下空間を確
保する。より多くの光を敷地に落とすため、床面積をな
るべく小さくする。 木造とする ( コストと環境の視点 )。
コアに移動空間と水回りの空間をまとめる。( プライバ
シーと極力大地に影を落とさない )。ミツバチの視点で
3．敷地 ４, 設計手法
図 6.　設計敷地と蜜の花
図 7.　拠点と小屋の手法
都市を見てみると人間が住まう環境の隙間のような一見
誰も目につかないような場所を再発見できた。使われて
いないような場所の新たな活用方法として生態系を関与
させることで、街、地域にも波及していくような構想がきっ
かけである。ニホンミツバチの活動場所を人間側がもう
少し許容していくことが環境改善の第１歩になるだろう。
本修士設計を通して、 都市における自然の環境を取り
戻すことが可能かということを墨田区一帯で考えた。きっ
かけは大横川の市民活動である。本計画も技術的には
可能であるが、 人々の意識が変わっていかなければ実
現は不可能である。 一見美しく快適な旧中川緑地も目
に見えない静かな生物の減少が進んでおり、それは人
類にとって大きな損失である。
　なにより損得でなくミツバチのいない都市は寂しく、
都市で生きていても人間には自然が日常的に必要なの
である。建築が大地を奪い人間生活と自然との関係が
薄れてしまったとも言える。私は建築に携わるものとし
て、本計画の構想を持ちながら、　都市の自然を後世に
繋げるよう社会に関わっていきたい。
　（2）拠点とサテライトの関係
サテライトとなる養蜂小屋としての機能と拠点で使う巣
箱の材を回収する機能を併せ持つ。家庭の庭や屋敷林
で出る枝材余った材を巣箱を作るワークショップの一部
として加工場に持ち運び、共同で巣箱を製作する。
　
　
密集した建物に対して、昇降のコアを挿入する。今まで
地上、ベランダ、 屋上を行き来できずにいた植栽の水
やりもこのコアで可能にする。また、隣地の屋上のテラ
スへと出られることも可能になる。
（3）拠点に関して
SITE1,3 それぞれ、ニホンミツバチ保全センターと交流
学習センターを計画する。保全環境センターは旧中川
水辺公園を中心とする自然保護活動の拠点となる施設
である。旧中川の管理人が在中する場所と施設を運営
する事務所も担う。 創作交流学習センターは近隣の押
上小学校と巣箱作りのワークショップを行う場所や計画
する。また、サテライトで集めた材持ってきて材料とし
て使用する。
　移動コア、 水回りコアを連なるように空き地に展開さ
せる。果樹が育つ光をなるべく落とすようにする。
　集水コアはミツバチが採集しにくる水を貯め、吸いに
来ることで植物が育つ水になる。治水と周辺の水やりに
貢献でき、再び井戸水としての役割を担う。蛇行した川
にそって歩くと、太陽の位置の変化や、景色の変化がよ
り感じられる。周囲の自然環境と協調するために棟の形
状変化を可能にする。
　本研究にあたり、 様々なご指導をいただいた赤松佳
珠子教授に深く感謝致します。 先生には修士設計だけ
でなく、また、短い間でしたが、設計指導をしていただ
いた飯田善彦先生、副査の岩佐明彦先生、陣内秀信先
生には大変お世話になりました。
　模型製作に協力してくださった皆様にも大変感謝して
おります。有難うございました。
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図 7.　拠点の展開イメージ
